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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 426 － 74 － 62 － 42 －

2021年３月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 15.46 14.00

2021年３月期第１四半期 － －
(注)１. 2021年３月期第１四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、2021年３月期第１四半期の

数値及び2022年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。
２．当社は、2021年６月29日に東京証券取引所マザーズに上場したため、2022年３月期第１四半期の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から2022年３月期第１四半期連結会計期間末までの平均株価を
期中平均株価とみなして算定しております。

３．当社は、2021年４月23日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、当連
結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益を算定しております。

４．「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当第１四半期連結会計期間の期
首から適用しており、2022年３月期第１四半期に係る各金額については、当該会計基準等を適用した後の金
額となっております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 2,301 1,799 78.2
2021年３月期 1,386 523 37.8
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 1,799百万円 2021年３月期 523百万円
　

(注) 「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当第１四半期連結会計期間の期首
から適用しており、2022年３月期第１四半期に係る各金額については、当該会計基準等を適用した後の金額と
なっております。

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2022年３月期 －

2022年３月期(予想) － － － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

　 (％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,931 － 236 － 223 － 148 － 46.42
（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当第１四半期連結会計期間の期
首から適用しているため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期
増減率は記載しておりません。

３．当社は、2021年４月23日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2022年３月期の
連結業績予想における１株当たり当期純利益は、当該株式分割を考慮した金額を記載しております。

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 － 社（社名） 、除外 － 社（社名）
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 3,199,946株 2021年３月期 2,749,946株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ －株 2021年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 2,764,781株 2021年３月期１Ｑ －株
　

(注)１．2021年３月期第１四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、2021年３月期第１四半期の
期中平均株式数については記載しておりません。

２．当社は 2021年４月23日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
３．当社は 2021年７月19日に、2021年５月25日及び2021年６月10日開催の当社取締役会において決議いたしま

した当社普通株式128,400株の第三者割当増資による新株式の発行につき、割当先である東海東京証券株式
会社より当社普通株式128,400株の割当に応ずる旨の通知を受領したことに基づく増資を完了いたしまし
た。これにより、現在の当社発行株式総数は3,328,346株となっております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料には業績予想や将来の見通しに関する記載が含まれております。これらの記載は本資料の日付時点の情報に
基づき作成しており、将来の結果や業績を保証するものではありません。これら将来の見通しに関する記載には
様々なリスクや不確定要素含まれております。このため、実際の業績等は、将来の見通しに関する記載によって明
示的あるいは暗黙的に示された将来の結果や業績の予測とは大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間の我が国経済は、世界的に感染拡大が継続し収束の兆しが見えない新型コロナウ

イルス感染症の影響が引き続き大きく、不透明な状況が続いております。

　当社グループの属する情報サービス産業においては、そのような状況の中、労働力の減少に対応する経営効

率化や生産性向上の推進を含めた将来の成長のためのデジタルトランスフォーメーション（以下「ＤＸ」とい

う。）推進基調の継続に加え、コロナ対策としてのリモートワーク推進のトレンドも重なり、ＩＴ投資の需要

が引き続き堅調に推移するものと予想されます。

　このような状況の中、当社グループは「新たな価値を創造し、常識を変え、文化を進化させる」という企業

理念のもと、グローバルで活用できる最新のローコード開発ツールと独自の開発方法論を活用し、エンジニア

の開発生産性を高めることで「日本企業の国際的競争力を向上させる」ことをミッションとするＤＸ事業を展

開しております。

　当社グループの事業は、ローコード技術とアジャイル手法を最大限に活かせる当社グループ独自のプロジェ

クト管理手法である「ＡＧＩＬＥ-ＤＸ」を活用した受託開発サービス及び技術者向けトレーニングを提供する

「プロフェッショナルサービス」と、ローコード開発ツール等のソフトウェアを販売する「ソフトウェアライ

センス販売」から構成されております。「プロフェッショナルサービス」においては、受託開発サービスにお

けるローコード開発ツール「OutSystems®」を活用したシステム受託開発及びコンサルティングの提供が順調に

拡大いたしました。「ソフトウェアライセンス販売」においては、「プロフェッショナルサービス」の提供に

伴って「OutSystems®」を中心とする当社グループ取扱製品の販売が堅調に推移いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は426,491千円、営業利益は74,505千円、経常利益は

62,144千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は42,738千円となりました。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、2021年４月１日以後開始する連結会計年度及び事業年度の期首から

適用される「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）を適用したことにより、従来の基準と比較して売上高は188,482千円減少しております。

　収益認識会計基準の適用によって、主に当社グループ事業における「ソフトウェアライセンス販売」のうち、

他社からの仕入が発生するソフトウェアライセンスの売上高に影響が生じております。当該取引においては、

従来の売上高及び売上原価を総額で計上する方式から、売上高から売上原価であるライセンス使用料を差し引

いた純額を売上高として計上する方式に変更しております。計上時期についても、従来のライセンス契約期間

に応じて分割計上する方式から、契約開始時に一括で計上する方式へ変更しております。

また、セグメントの業績につきましては、当社グループはＤＸ事業の単一セグメントのため、記載を省略し

ております。

なお、当社は前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため前年同四半期

連結累計期間との比較分析は行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

　（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は2,104,843千円となり、前連結会計年度末に比べ924,923千

円増加いたしました。これは主に上場に伴う新株式の発行により現金及び預金が増加した一方で、収益認識会

計基準の適用により前払費用が減少したことによるものであります。固定資産は197,057千円となり、前連結会

計年度末に比べ9,216千円減少いたしました。これは主に減価償却により減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は2,301,901千円となり、前連結会計年度末に比べ915,707千円増加いたしました。

　（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は398,011千円となり、前連結会計年度末に比べ335,050千円

減少いたしました。これは主に前受収益が収益認識会計基準の適用により減少したことによるものでありま

す。固定負債は103,921千円となり、前連結会計年度末に比べ25,415千円減少いたしました。これは主に長期借

入金が減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は501,933千円となり、前連結会計年度末に比べ360,465千円減少いたしました。
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　（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,799,968千円となり、前連結会計年度末に比べ1,276,173千

円増加いたしました。これは主に上場に伴う新株式の発行によるものであります。

　この結果、自己資本比率は78.2％（前連結会計年度末は37.8％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の業績につきましては、2021年６月29日に開示の「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当

社決算情報等のお知らせ」に記載の業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 645,489 1,825,867

売掛金 227,614 252,229

仕掛品 144 1,145

前払費用 307,111 26,366

その他 196 0

貸倒引当金 △637 △765

流動資産合計 1,179,920 2,104,843

固定資産

有形固定資産 92,661 89,832

無形固定資産 24,125 22,638

投資その他の資産

投資その他の資産 91,919 87,019

貸倒引当金 △2,432 △2,432

投資その他の資産合計 89,486 84,586

固定資産合計 206,273 197,057

資産合計 1,386,193 2,301,901

負債の部

流動負債

買掛金 62,823 124,023

１年内返済予定の長期借入金 113,878 105,544

未払法人税等 46,592 52,075

前受収益 419,008 16,241

その他 90,759 100,126

流動負債合計 733,061 398,011

固定負債

長期借入金 94,453 69,454

資産除去債務 32,675 32,694

その他 2,209 1,773

固定負債合計 129,337 103,921

負債合計 862,398 501,933

純資産の部

株主資本

資本金 206,187 789,927

資本剰余金 197,187 780,927

利益剰余金 120,166 228,860

株主資本合計 523,541 1,799,715

新株予約権 253 253

純資産合計 523,794 1,799,968

負債純資産合計 1,386,193 2,301,901
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 426,491

売上原価 199,328

売上総利益 227,162

販売費及び一般管理費 152,657

営業利益 74,505

営業外収益

為替差益 189

その他 0

営業外収益合計 189

営業外費用

支払利息 354

株式交付費 6,855

上場関連費用 5,341

営業外費用合計 12,550

経常利益 62,144

税金等調整前四半期純利益 62,144

法人税、住民税及び事業税 47,037

法人税等調整額 △27,631

法人税等合計 19,406

四半期純利益 42,738

親会社株主に帰属する四半期純利益 42,738
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 42,738

四半期包括利益 42,738

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 42,738
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年６月29日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。当社株式の上場にあたり、2021

年６月28日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式450,000株の発行

により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ583,740千円増加しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末において、資本金が789,927千円、資本剰余金が780,927千円となって

おります。

（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、主に

当社グループ事業における「ソフトウェアライセンス販売」のうち、他社からの仕入が発生するソフトウェアラ

イセンスの売上高に影響が生じております。当該取引においては、従来の売上高を総額で計上する方式から、売

上高から売上原価であるライセンス使用料を差し引いた純額を売上高として計上する方式へ変更し、計上時期に

ついても、従来のライセンス契約期間に応じて分割計上する方式から、契約開始時に一括で計上する方式へ変更

しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この

結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は188,482千円減少、売上原価は181,656千円減少、営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ6,825千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は

65,955千円増加しております。

（追加情報）

　 （時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸

借対照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

　当社グループの事業セグメントは、ＤＸ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

　 (第三者割当による新株式の発行)

当社は2021年５月25日及び2021年６月10日開催の取締役会において、東海東京証券株式会社が行うオーバー

アロットメントによる当社株式の売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当による新株式の発行を決

議し、2021年７月19日に払込が完了いたしました。募集株式の発行概要は次のとおりであります。

　この結果、資本金は956,487千円、発行済株式総数は3,328,346株となっております。

　

　(1) 発行する株式の種類及び数 当社普通株式 128,400株

　(2) 申込期日 2021年７月16日

　(3) 払込期日 2021年７月19日

　(4) 増加する資本金及び 増加する資本金の額 166,560千円

　 資本剰余金に関する事項 増加する資本剰余金の額 166,560千円

　(5) 割当先 東海東京証券株式会社

　(6) 割当価格 １株につき2,594.40円

　(7) 資金の使途 当社グループの事業拡大を見据えた運転資金に充当する予定であります。

　


